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行
年
の
挨
移
理
事
長

令
和
７
年

の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

日
頃
、
当
組
合
の
諸
事
業
推
進

に
つ
き
ま
し
て
格
段
の
ご
協
力
を

賜
り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
元
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が

も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
後
の
豪
雨
災

害
に
よ
っ
て
復
興

へ
の
希
望
を
断

ち
切
ら
れ
る
と
い
う
惨
禍
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。
世
界
に
目

を
向
け
れ
ば

ロ
シ
ア

・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
紛
争
は
よ
り
深
刻
化
し
、
中
東

情
勢
も
和
平
の
兆
し
は
見
え
ま
せ

ん
。現
下
の
状
況
で
物
価
高
騰
は
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
公
共
料
金
も
値

上
げ
の

一
途
を
辿

っ
て
お
り
、
当

組
合
の
運
営
や
組
合
員
の
皆
様
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
で
は

♀
４
幹
夫

あ
り
ま
す
が
、
当
組
合
で
は
昨
年

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
た

「儲
か

る
業
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
時

代
に
合

っ
た
適
正
価
格
で
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
や
ヘ
ア
サ
ロ
ン
で
売
れ

る
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
リ
セ
ミ
ナ
ー
を

各
ブ

ロ
ッ
ク
や
各
支
部
よ
り
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、
私
共
が
こ
れ
ま
で
進
め

て
き
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
営
業

展
開
に
も
焦
点
を
当
て
、
時
代
と

顧
客

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
目
指
し
、

昨
年
同
様
ポ
ー
タ
ル
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト

「
ヘ
ア
な
び
」
の
普
及
と
有
効

活
用
を
目
的
と
し
た

「デ
ジ
活
―

儲
か
る
塾
」
を
開
催
し
、
組
合
員

の
皆
様
の
Ｉ
Ｔ
技
術
活
用
に
よ
る

売
上
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

さ
ら
に

「衛
生
消
毒
講
習
会
」
や

「ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
」
も

引
き
続
き
開
催
し
、
組
合
員
の
皆

様
が
社
会
の
安
全

・
安
心
確
保
に

こ
れ
ま
で
以
上
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

仕
事
に
励
み
、
趣
味
を
楽
し
み
、

豊
か
な
生
活
を
送
る
の
は
と
て
も

幸
せ
な
こ
と
で
す
が
、
何
よ
り
も

）

皆
様
が
心
身
共
に
健
康
で
な
け
れ

ば
い
か
な
る
こ
と
に
も
注
力
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係

各
位
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
″
事
挨
移

新
潟
県
知
事
　
花
角
　
英
世

令
和
７
年

の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

新
潟
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
理
容
業
界
の
発
展
に
御

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
は
、
新
潟
県
内
に
も

液
状
化
に
よ
る
住
宅
被
害
な
ど
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
理
容
業
に
お
い

て
は
、
衛
生
水
準
の
確
保
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
適
切

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

利
用
者
に
信
頼
感
、
安
心
感
を
与

え
る
店
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

貴
組
合
で
は
、
衛
生
消
毒
講
習

会
を
開
催
し
、
組
合
員
の
衛
生
意

識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
お

客
様
と
定
期
的
に
接
し
、
時
間
を

共
有
す
る
と
い
う
理
容
業
な
ら
で

は
の
特
性
を
活
か
し

「ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
事
業
」
に
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

生
活
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
方

に

「気
づ
き
」
、
必
要
な
支
援
に

「
つ

な
ぐ
」
こ
の
取
組
は
、
理
容
業
の

果
た
す
役
割
を
ま
す
ま
す
重
要
な

も
の
に
し
て
い
く
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
業
界

の
活
性
化
及
び
衛
生
水
準
の
向
上

等

へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行

っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
衛
生
対
策
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
を

踏
ま
え
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
安
全

。
安
心
で
特

色
あ
る
お
店
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
新
潟
県
理
容
生
活

衛
生
同
業
組
合
の
今
後
の
ま
す
ま

す
の
御
発
展
と
組
合
員
の
皆
様
の

御
活
躍
と
御
多
幸
を
祈
念
し
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



二
〇
二
五
年
　
年
頭
所
感

ネ
ネ
に
な
け
て

一
そ
の
杏
励
を

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

理
事
長
　
大
　
森
　
利
　
夫

二
〇
二
五
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
所
感
の

一
端
を
記
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

先
ず
、
令
和
６
年
度
能
登
半
島

地
震
に
お
い
て
被
害
を
受
け
た
皆

さ
ま
へ
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
地
が

一
日
も
早
く
復
旧
を
果

た
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
通
常

の
生
活
を
取
り
戻
す
よ
う
願

っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
改
め
て
昨
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
令
和
６
年
度
事
業
は

「儲

か
る
業
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、

時
代
に
あ

っ
た
適
正
価
格

で
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
生
産
性
向
上

に
伴
う
賃
上
げ

・
雇
用
の
維
持
に

向
け
て
の
ヘ
ア
サ
ロ
ン
の
売
れ
る

メ
ニ
ュ
ー
づ
く
リ
セ
ミ
ナ
ー
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
内

容
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
衛
生

的
で
高
度
な
技
術
の
活
用
法
や
新

サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
の

講
習
テ
ー
マ
を
都
道
府
県
ご
と
に

複
数
実
施
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
に
よ
る
理
容
サ
ロ
ン

の
経
営
状
況
の
改
善
を
め
ざ
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
発
信

体
制
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
「デ
ジ
活
―
儲
か
る
塾
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
価

値
の
あ
る
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
理
容
サ
ロ
ン
が

持
続
可
能
な
成
長
と
増
収
の
実
現

が
可
能
と
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。地
球
温
暖
化
防
止
施
策
の
実
施

で
は

「熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

が
発
表
さ
れ
た
時
に
は
、
健
康
に

重
大
な
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の

あ
る
子
供
や
高
齢
者
を
熱
中
症
か

ら
守
る
た
め
、
全
国
の
バ
ー
バ
ー

サ
ロ
ン
を
避
難
場
所
と
し
て
「バ
ー

バ

ー

サ

ロ

ン

８

８

∽
彊

男

（ク
ー
ル
シ
ェ
ア
と

を
新
た
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
度
も

環
境
省
と
共
に

コ
ア
コ
活

（脱
炭

素
に
つ
な
が
る
新
し
い
豊
か
な
暮

ら
し
を
創
る
国
民
運
動
と

の
推
進

を
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
１０
月
２‐
日
に
は

業
界
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
競

技
大
会

「
ヘ
ア
ワ
ー
ル
ド

・
ジ
ャ

パ
ン
カ
ツ
プ

Ｎ
Ｏ
ヽ
」
を
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

）

こ
の
事
業
開
催
に
際
し
ま
し
て
は
、

海
外
選
手
招
致
を
目
的
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア

・
中
国

去
口
湾

・
韓
国
で

の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
等
を
行
い
国
際

交
流
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

国
境
を
越
え
た
こ
の
固
い
繋
が
り

こ
そ
が
、
平
和

・
共
生
社
会
の
第

一
歩
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
円
安
、
物
価
高
等
厳
し

い
環
境
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
苦
境
を
バ
ネ
に
本
年
も
理
容
サ

ロ
ン
個
々
が
売
上
増
と
な
る
た
め

の
支
援
事
業
や
気
候
変
動
問
題

へ

の
対
処
、
さ
ら
に
は
諸
外
国
と
の

理
美
容
技
術
を
通
し
て
の
好
循
環

の
実
現
と
共
生
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
く
所
存
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ま
方
の

お
力
添
え
が
不
可
欠
で
あ
り
、　
一

人
ひ
と
り
の
努
力
が
私
た
ち
の
業

界
を
成
長
さ
せ
る
原
動
力
と
な
る

の
で
す
。

新
時
代
に
取
り
残
さ
れ
な
い
た

め
の
未
来
に
向
け
た
方
策
に

一
層

奮
励
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本

年
も
叱
咤
ご
指
導
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
年
頭
所
感
と

し
ま
す
。

年
須
挨
移

公
益
財
団
法
人

理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
」遅
藤
弘
良

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

新
潟
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
の
皆
様
に
は
、
新
年
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
御
推
察
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
元
旦
に
能
登
半

島
地
震
が
発
生
し
、
新
潟
県
で
も

甚
大
な
被
害
が
あ
り
、
新
年
か
ら

大
変
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

経
済
活
動
に
お
い
て
は
、
株
価

が
過
去
最
高
額
を
更
新
し
、
訪
日

外
国
人
数
も
過
去
最
高
を
更
新
す

る
等
、
指
標
だ
け
を
見
れ
ば
好
調

で
は
あ
り
ま
す
が
、
脆
弱
な
零
細

企
業
の
状
況
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

全
国
的
な
最
低
賃
金
の
上
昇
、
各

種
値
上
げ
に
よ
る
物
価
の
上
昇
、

新
紙
幣

へ
の
対
応
な
ど
、
経
営
に

影
響
を
与
え
る
状
況
に
苦
労
す
る

１
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
い

）

た
し
ま
す
。

一
方
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
ヽ

加
な
ど
は
、
各
地
域
に
も
好
影
響

を
与
え
る
要
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

直
接
的
な
効
果
と
は
別
に
地
域
経

済
の
好
循
環
の
影
響
に
よ
る
来
客

数
の
増
加
な
ど
、
地
域
に
密
着
し

た
理
容
業
に
お
い
て
も
少
な
か
ら

ず
良
い
傾
向
に
向
か
う
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
も
お
話
い
た
し
ま
し
た
が
、

地
域
の
方
々
と
定
期
的
に
接
す
る

と
い
う
理
容
所
の
特
性
を
活
か
し

た
社
会
貢
献

へ
の
取
り
組
み
の

一

環
と
し
て
、
貴
組
合
は
全
国
理
容

生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
が
行

う
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
事
業
に
、　
一

昨
年
以
上
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
し
て
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り
、

深
く
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
貢
献
活
動
を

各
理
容
所
で
行
い
つ
つ
、
地
域
の

公
衆
衛
生
を
担
う
取
組
み
を
継
続

的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
各
店

舗
の
経
営
の
健
全
化
や
業
界
の
団

結
に
よ
る
資
格
制
度
の
堅
持
が
必

要
で
す
。

私
ど
も
公
益
財
団
法
人
理
容
師

美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、

理
容
師
資
格
制
度
に
係
る
国
の
行

政
事
務
を
代
行
す
る
立
場
か
ら
、

免
許
制
度
の
堅
持
等
、
理
容
業
界

の
発
展
の

一
助
と
な
る
よ
う
、
本

年
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
努
力



る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方
の
御
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結
び
に
、
新
潟
県
理
容
生
活
衛
生

同
業
組
合
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発

展
と
組
合
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈

念
し
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・　
　
ｔ
〓
〓

日
本
政
策
金
融
公
庫
一

新
潟
支
店
長
弥
勒
院
　
聰

一
秀
一

長
岡
支
店
長

一‐ｉ‐
一　
・卜
一
　
賢
【　
　
一一

高
田
支
店
長

一落
一　
△
口
　
腟
」
　

一

一彙
支
店
長
飯
　
田

ファ,ス |ドカ

'卜

を記念に■|

株式会社 光
広島県呉市川尻町東3

函0120-ふ +21126

あけましておめでとうございます
ロキヤのご愛頼を感謝いたしますとともに|●

L様のご景学とご多幸を,むか鶴勧
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し上げます。
本年もよろしくお願いいたします.

ハサミなのことなら何でもお尋ねください
はさみは、手造り

理美容鉄 製造直販 (ォーダーメイド、セミオーダー、カスタマイズ)

研磨・メンテナンス(メーカー間わず、1丁 ¥30∞～、納期11週間、代替え鋏無料貸齢

改 造・ 改 良・ リニ ュー ア ル 鮨のフィッ曜 を良くさせる改良、指穴●サイズを変軍
メガネ柄 0オフセット柄に変更(料金+材料Ft)、 刀の形状、柄の形状を変更、書通のカット鋏 ,スライドカット鉄に改造)
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明けましておめでとうございます本年もようしく

“

薇い0し上げます
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山

崎

雅

夢

教

育

部

長

佐

藤

　

毅

…

曇

長

結

城

裕

康

土碁

部

長

渡

部

　

篤

文
化
広
報
部
長
　

渡

　

部

　

　

浩

縁

部

長

曽

山

正

樹

庶

務

部

長

堀

　

朝

哉

監
　
　
　
事
　
一局
　
津

　

　

強

監
　
　
　
　
事
　
ユ剛
　
田
　
一
　
生思

Ｔ

昌

事

竹

内

勝

治

相 監 監 北 中 東 頚 妙 文共 事教 経 制 副支

]査 査 ]][[]壁 I[壁 ][ 
高

男 守 学 守 一 崇 治 努 治 清 一 隆 雄

監 監 監 事文 教 監組冨」 共経冨」 支

事 事 事 重 [事 量 ][[詈
佐

登    /         ズ
志 彦 三 良 樹 夫 工 充

相 監 監 議 共 文教 経 総 事目」 組支

L  事  事  長  ] を] [  ]  [[ ][  1:
[総 嘗岳』警:黒 青番里

忠 聡 要    博 部

勝 厚 靖 博 子 次 慶 岳 等 夫

長

宮

崎

輝

雄

監   監  文事  組教  経総  共副  支

事   事  を]  []  []  [[  ]  li

竹 渡 中 山 河 佐 高 津

内 辺 嶋 岸 端 藤 原 支

光  直 直 一 利 雅 部
男 勲 樹 樹 人 生 彦



監 監 支 支 支 支 支 支 支 支 支 支 支 文 事 共 経 絲 編」支

事 事 ][][][][][][][[警 警 [長

英雅 裕節勇允 哲 斉和 大 兼 勝正直

男之正子子一伸洋男道和智晃輔茂市渉則陽人

Ψ

監 監 組 共 文事 教 経 総冨1支

事 事 ][菫 ][量 [苫

上 根 登 松 富 中 村 上 高 町

倉 津 坂 澤 井 島 山 村 橋 支

修 一 武 尚 正  和 正 幹 部

一 樹 夫 史 守 晃 紀 吉 夫

相 監 監 組 文 共 事 教 経 総 副 支

I事 事 []る 」

「

][[]隼

大 吉 新 中 大 佐 新 伊 中 関 木 阿 谷

橋 澤 保 林 橋 藤 保 佐 町  村 部 支

文 宣 敦 君  淳 裕 利 一 智 淳  部

雄 恒 之 枝 誠 一 子 昭 光 宏 也 勇

IΨ

監 監 文 事教 共総 経副 組支

ξ   i『    
『『
   ∫]   ]部

事 事 長 長長 長長 長長 長長

大 渡 布 山 北 永 竹

橋 辺 施 崎 村 井 田

雅 利 勝 敏 裕

進 徹 子 幸 巳 明 紀

柏

崎

支

部

魚

沼

支

部

敦
業
部
部
厳
　
星
　
　
　
正
　
人

綱
紋
椰
議

渡

辺

　

忠

経

蘇

長

梓

沢

明

子

教

景

長

渡

辺

光

夫

士喜

部

長

小

幡

賢

之

文
化
広
報
部
長
　

関

　

　

　

加

奈

子

組

織

部

長

関

　

　

一

晃

監

　

事

木

津

弘

毅

監
　
　
　
事
　
星
　
　
　
有
　
司

相

談

役

小

島

泰

輔

三

島

郡

支

部

鮫
務‐部
部
議
　
小
古
瀬
　
昌
　
文

爛
融
酬
轟
内
藤
つ
　
博

教

育

部

長

難
ヽ

議

山

田

秀

和

文

化

広

報

部

長

監

　

事

宮

村

和

弥

事

久

住

角

栄

問

小

越

三

郎

問
　
池
　
田

　

　

均

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一摯一一一一一・， 一一一一一一一一、一一一一ヽ
一一

一一一一一．

・́^
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・一
一
一
一
一
一
一

奪:==

相  副  議  監  監  共 文組事 教  経  総 `支

鷲  
議
          事

1釉
 曇  よ  昴  

部

  ヵロ
役 長 長 事 事 長 長長長 長 長 長 長

み 敬 大 正 哲 伸 武 和 富 照
つ        貴
正 え 一 介 和 也 一 光 徳 也 雄

監 監 事 共 組文 経冨」 教綱

業   済   織懲  理支  育務支

部   部
獣  
部部  部部部

事 事 長 長 長長 長長 長長長

椛 五 大 小 土 高 飛
十

澤 嵐 矢 柳 屋 橋 岡

一  英    俊  長  桂

純 宏 樹 崇 明 郎 太

三

条

支

部

支
　
部
　
長
　
外
　
山

　

　

賢

文教   事経   総副   支

i『
    ‡]    

『
]    

部

   来斤
長長    長長    長長    長

勝   史   俊

裕   郎   広   勉

畑

漏

脚

販

浅

丼

久

美

相  監  監  共  福事  教  組総 経副  支

圭 雅    光 秀    良 昭

一 彦 茂 明 一 晃 則 男 悟
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五

泉

支

部

支
　
部
　
長
　
五
十
嵐
　
政
　
明

馴

販

椰

Ｔ

石

澤

敏

郎

細

ヽ

厳

滝

沢

弘

志

教

育

部

ｉ

局

橋

久

栄

事

業

部

長

一
一

宮

敏

立レ

共

済

部

長

坂

井

　

智

文
化
広
報
部
長

　

星

　

　

　

・克

　

彦
一

組

織

部

長

馬

場

　

司

共
済
副
部
長
　
佐
久
間
　
　
　
剛

教
育
副
部
長
　
鶴
　
巻
　
奎量
命
即

重

繁

長

蓮

池

浩

充

１

重

長

吉

野

真

規

経
理
副
部
長
　
鈴
　
木
　
友
　
之

相 監 監 文 事組 共 教 経冨1支

L事 事』鰤[]量 ]亀

弘 子 進 典 裕 子 樹 均 子

事
　
五
十
嵐

　

一　

徳

監 事 文 共 教経副 細 組支

事   [   ]   る  [重  ][  ][  ォ寸

啓 行 一 傑 武 弘 秀

白

根

支

部

支

部

長

高

橋

芳

彦

翻

岐

脚

巖

楠

原

祐

治

警

部

長

森

山

茂

幸

相

談

役

飯

田

時

夫

文事組    共総
螢業織    済務

繋部部    部部
長長長    長長

長   武

井   田

監 監 相 文事 教

談
   |」
  曇

査 査 役 長長 長

清 早 中 高 須

水  川  島  橋  貝

義  千  道  勝  正

雄 尋 浩 博 也

共経  組総副  支

済理  織務支
部

署詈  詈詈詈  長  rF

行  実  幸

事

渡

部

哲

朗

監 事 教 文総 経冨1共 副 支

事   ]   [   ][  ][  ][   詈  :[
浅 仲 山 伴 伊 岩 岡 田

見 野 田 田 藤 村 本 支

洋 正 貴 滋 久 新 循 部

一 希 之 樹 智 治 夫

文事   共   教総  組経副   支

|)  ξ   
『
]  []]  部   阿

長長 長 長長 長長長 長 賀

須 加 岩 丸 佐 野

藤 藤 り|1山 藤 支

加  男    誠    部
代 一 修 一 浩

監 監 文 事 組 共 経 教総副 支

事事』][][RI]豊

策 之 剛 弥 央 也 也 豊 博

電気料金を見直して

もつとかしこく。
もつとおトクに:

瘍 駆軍0120口983・037響融鶏

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

全
理
連
中
央
講
師

県
組
合
講
師

（Ψ
　
鷲
尾

勉

事
務
所
　
新
潟
市
東
区
東
中
野
山
三
―

一
〇
―
一
七

〒
九
五
〇
―
〇
八
三
六
　
購
婦

（〇
二
五
）
二
七
六
―
二
九
四
八

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

全
理
連
中
央
名
誉
講
師

県
組
合
講
師
会
名
誉
講
師

⑦

大

石

一

也

本
店

・
事
務
所
　
新
潟
市
西
蒲
区
姥
島
六
九
〇

〒
九
五
〇
―

一
三
四
七
　
鴨
婦

（〇
二
五
）
三
七
五
―
三
二
二
五

三
条
店
　
三
条
市
桜
木
町

一
丁
ロ
マ
イ
タ
ウ
ン
内



○
日
時
　
令
和
６
年
９
月
２
日

（月
）
午
前
１０
時

○
場
所
　
ホ
テ
ル
グ

ロ
ー
バ
ル

ビ
ュ
ー
新
潟
　
椿
の
間

初
め
に
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
新
潟

中
店

池
田
和
則
店
長
よ
り

「個

人
型
確
定
拠
出
型
年
金
」
の
加
入

に
つ
い
て
、
積
立
時
の
税
制
上
の

メ
リ
ッ
ト
や
利
子
、
運
用
益
等
の

非
課
税
に
つ
い
て
説
明
を
頂
き
ま

し
た
。

一
・
理
事
長
挨
拶

二
・
経
過
報
告
　
　
早
川
理
事
長

三

・
報
告
事
項

（
一
）
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修

会
の
計
画
、
実
施
に
つ
い
て

（二
）
無
料
体
験
事
業
に
つ
い
て

（三
）
令
和
６
年
度
生
活
衛
生
関
係

営
業
対
策
事
業
費
補
助
金
に
つ
い

て
早
川
理
事
長
よ
り
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

（
四
）
「
ヘ
ア
な
び
」
で
理
容
業
界

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る
「
へ

ア
な
び
」
に

つ
い
て
株
式
会
社

ビ

ュ
ー
ズ
神
丸
直
樹
代
表
取
締
役

よ
り
「
ヘ
ア
な
び
」
の
最
近
の
状
況
、

ヘ
ア
な
び
を
利
用
し
た

『
フ
ォ
ト

ス
タ
イ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
』
開
催
に

つ
い
て
の
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

（五
）
令
和
６
年
度

「期
間
斡
旋
」

下
期
に
つ
い
て

竹
田
祐
紀
事
業
部
長

（六
）
第
７６
回
全
国
理
容
競
技
大
会

概
要
に
つ
い
て高
橋
芳
彦
教
育
部
長

（七
）
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
開
催
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
竹
田
共
済
部
長

四

・
報
告
事
項

（
一
）
儲
か
る
業

（
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

の
売
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
リ
セ
ミ

ナ
ー
）
に
つ
い
て
　
早
川
理
事
長

（
二
）
令
和
６
年
度
管
理
理
容
師
資

格
認
定
講
習
会
受
講
者
に
つ
い
て

石
橋
有
史
総
務
部
長

（三
）
令
和
６
年
コ
ロ
ナ
復
興

。
物

価
高
騰
セ
ミ
ナ
ー
計
画
、
実
施
状

況
に
つ
い
て

（四
）
令
和
６
年
度
全
理
連
指
定
旅

館
友
の
会
　
会
員
旅
館

・
ホ
テ
ル

一
覧
に
つ
い
て
　
　
早
川
理
事
長

そ
の
他

五

・
閉
会
の
挨
拶
阿
部
副
理
事
長

本
年
度
は
例
年
と
会
場
を
替
え

交
通
機
関
の
便
利
な
新
潟
駅
前
に

あ
り
ま
す
「ホ
テ
ル
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ

ュ
ー
新
潟
」
で
午
後
１
時
よ
り
開
講

と
な
り
ま
し
た
。

初
め
に
新
潟
理
容
美
容
専
門
学

校
、
早
川
幹
夫
理
事
長
の
挨
拶
、

続
い
て
理
容
美
容
専
門
学
校
、
竹

内
聖
二
校
長
の
挨
拶
の
後
、
講
演

）

に
移
行
し
ま
し
た
。

第

１
部
講
演

に
は
合
資
会
社

ｒ
塾
一Ｒ

代
表
　
島
崎
利
恵
　
講
師

を
お
迎
え
し

『～
夢
を
叶
え
る
～
』

応
援
力
と
の
こ
と
で
講
演
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

初
め
に
島
崎
先
生
の
理
美
容
師

の
世
界
に
入
っ
た
、
き
っ
か
け
は

父
の
仕
事
に
憧
れ

「有
限
会
社
び

ん
し
ょ
う
」
で
十
年

の
修
行
後
、

稀銀
工立

（族
じ

『
”
国
国
∪
〇
て
い
塾
Ⅸ
工工
、

社
長
退
任
後

Ｎ
ｏ
Ｎ
ｏ
年
に

（合
同

会
社
）
Ｆ
卜
ｒ
一Ｒ
を
設
立
し
ネ
イ
ル

の
仕
事
で

「夢
を
叶
え
る
」
を
テ

ー
マ
に
講
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

現
在
の
ネ
イ
ル
を
仕
事
と
す
る

お
店
は
、
ほ
と
ん
ど
の
お
客
様
が

今
ま
で
ネ
イ
ル
を

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
高
度
な
注
文
に
対
応
す

る
仕
事
」
を
す
る
お
店
で
す
。

島
崎
先
生
の
お
店
は
、
今
ま
で

ネ
イ
ル
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
続
け

て

い
た
少
な
い
客
層
か
ら
新
規
の

今
ま
で
ネ
イ
ル
に
馴
染
み
の
無
い

お
客
様
の
獲
得
と
短
時
間
で
行
う

こ
と
の
出
来
る
ネ
イ
ル
の
仕
事
の

み
に
特
化
し
た
、
低
料
金
の
戦
略

で
成
功
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

島
崎
先
生
の
書
籍

「誰
に
で
も

で
き
て
、
驚
く
ほ
ど
フ
ァ
ン
が
つ

く
ネ
イ
ル
の
教
科
書
」
の
電
子
書

籍
は
八
部
門
で

＞
ヨ
田
ｏ
つ
で
１
位

に
な
る
ほ
ど
の
人
気
書
籍
で
す
。

気
に
な
る
方
は
、
検
索
し
て
み
て

下
さ
い
。

第
２
部
は
休
憩
を
は
さ
み
、
柳

則
夫
講
師
に
よ
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー

「幸
せ
を
引
き
寄
せ
る
セ
ル
フ

ケ
ア
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、

悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
話
を

聴
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぎ
、

見
守
る
人

・
・
命
の
門
番
で
あ
る

）

う
つ
病
は
脳
の
病
気
、
治
療
す
れ

ば
治
る
病
気
　
早
期
治
療
が
回
復

の
近
道
、
そ
の
よ
う
な
人
に
言

っ

て
は
い
け
な
い
言
葉
や
か
け
て
あ

げ
た
い
言
葉
、
ス
ト
レ
ス
対
策
等

自
律
神
経
が
整
え
ば
心
身
と
も
に

健
康
に
な
る
。

心
の
健
康
に
は
腸
内
環
境
を
整

え
る
こ
と
悪
玉
菌
の
増
殖
を
抑
え

る
こ
と
が
大
事
で
脳
腸
相
関
で
互

い
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
の
で
、

腸
の
健
康
に
良
い
食
品
を
取
ろ
う
、

そ
し
て
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
オ
キ
シ
ト

シ
ン
の
分
泌
が
大
事
、
お
客
様
に

幸
せ
ホ
ル
モ
ン
を
実
践
し
よ
う
。

鰊
鰊

鑢

也

意

鯛

和

警

甕

醗
近
締
麟

あιすましておめでとうございます

鳳鉤魃勒轟lhL腐湖康綺
営業直結の豊きたテクニックと経営を学ぶ 鑢瘍 中

教重局鳥農  逓‐|1雛糧
鞭議島補機  1難久繭

‐
311

鶴 談 嚢 4ヽ鷲■1燿
議 継 烏 1難ス轟1議

支 局 晏

静j支局長

経瑾局長

轟撥麗農
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十
月
十
四
日

（月
）
ス
ポ
ー
ッ

の
日
、
新
潟
ふ
る
さ
と
村
で
例
年

行
事
と
し
て
「消
費
者
無
料
体
験
事

業
」
が
行
わ
れ
た
。

新
し
い
着
ぐ
る
み

「バ
ー
バ
ー

く
ん
」
二
体
で
無
料
体
験
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
６
０
０
枚
を
配
り
、

エ
ス
テ

・
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
、
子
供

シ
ヤ
ン
プ
ー
教
室
、
ネ
イ
ル
、
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
育
毛
相
談
等
、

理
容
業

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

理
容
学
校
の
教
師
、
生
徒
さ
ん

を
含
む
、
講
師
、
役
員
総
勢
２。
名

で
対
応
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
三

連
休
最
終
日
で
天
候
も
良
く
人
出

が
分
散
し
た
た
め
、
体
験
者
数
は

例
年
を
下
回
っ
た
が
、
会
場
に
は

遠
巻
き
に
様
子
を
窺
う
人
や
遠
慮

が
ち
の
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
た

）

の
で
次
回
は
、
積
極
的
に
声
を
か

け
、
呼
び
込
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。暑
い
中
、
着
ぐ
る
み
に
入

っ
て

頑
張

っ
た
講
師
会
皆
さ
ん
、
理
容

学
校
、
組
合
役
員
皆
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。

全
理
連
中
央
講
師
　
鷲
尾
　
勉

ヘ
ア
ワ
ー
ル
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
カ
ツ

プ
２
０
２
４
（
第
七
十
六
回
全
国
理

容
競
技
大
会

）
が
、
十
月
二
十

一

日

（
月
）
愛
媛
県
松
山
市
の
愛
媛
県

武
道
館
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
大
会
は
、
理
容
業
界
の
長
い

歴
史
と
伝
統
あ
る
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
、
本
年
は
海
外
か
ら
の

選
手
出
場
も
可
と
し
て
時
代
に
合

っ
た
新
し
い
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

今
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「髪

ワ
ザ

・
日
本
の
技
　
今

こ
こ
で
解

き
放
て
」
が
掲
げ
ら
れ
、
新
潟
県

代
表
六
名
の
出
場
選
手
は
第

一
部

門
「ク
ラ
シ
カ
ル

・
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
」
に
勝
木
琢
海
選
手
と
小
貫
栞

多
選
手
，
第
二
部
門
「レ
デ
ィ
ス

・

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ヘ
ア
」
に
大
田

海

音

選

手
、
第

二

部

門

ョ
時

？
①
巴
８

２
０
２
４
　
ラ

・
ソ
ア

ー
」
に
渡
辺
蒼
生
選
手
と
長
谷
川

翼
選
手
、
第
四
部
門

「坊
ち
ゃ
ん

一

・
マ
ド

ン
ナ
カ

ッ
ト
」
に
阿
部
太

郎
選
手
が
出
場
し
、
全
部
門
モ
デ

ル
ウ
イ

ッ
グ
に
よ
る
五

つ
の
競
技

が
競
わ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
代
表
選
手
は
初
出
場

の

選
手
が

い
る
中
、
緊
張
し
な
が
ら

も
日
頃
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
た
成

果
を
十
分

に
発
揮
し
ま
し
た
。
選

手
を
見
る
と
、
精

一
杯
や
り
遂
げ

た
顔
、
他
人
の
作
品
が
気
に
な
る

顔
、
や
り
残
し
が
あ

っ
た
よ
う
な

顔
な
ど
、
様
々
な
表
情
が
伝
わ

っ

て
き
ま
し
た
。

最
後
の
表
彰
式
で
は
、
選
手
や

関
係
者
が
緊
張
の
面
持
ち
の
中
で

各
部
門
の
順
位
が
発
表
さ
れ
、
新

潟
県
代
表
選
手
六
名
は
精

一
杯
健

闘
し
ま
し
た
が
入
賞
と
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
出
場
経

験
か
ら
得
た
教
訓
も
多
く
、
技
を

磨
い
て
ラ
イ
バ
ル
と
切
磋
琢
磨
で

き
た
経
験
は
更
な
る
技
術
の
向
上

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

開
会
式
の
最
後
に
は
、
新
潟
県

組
合
の
早
川
幹
夫
理
事
長
に
よ
る

閉
会
の
言
葉
で
本
大
会
が
終
了
し

ま
し
た
。
ま
た
、
新
潟
県
代
表
各

選
手
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
も
見
て
い

た
だ
き
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
皆

さ
ん
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

来
年
は
よ
り
多
く
の
選
手
に
挑

戦
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
過
程
か

ら
様
々
な
こ
と
を
学
び
技
術
の
向

上
と
な
る
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
大
会
の
開
催
に
あ

た
り
準
備
や
設
営
に
当
た
ら
れ
た

愛
媛
県
組
合
の
皆
様
を
は
じ
め
、

大
会
役
員
の
方
々
と
関
係
各
位
に

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

［　・全調
駄
絵
瑞
陽
胡送手
一

・
第
１
部
門

ク
ラ
シ
カ
ル
フ
リ

ー
ス
タ
イ
ル

（勝
木
琢
海
選
手
）

「全
国
大
会
を
通
し
て
す
ご
く
勉
強

に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
い

い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
―今
後
に
い
か
し
て
い
け
る
よ
う

に
ま
た
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思



い
ま
す
―

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
方

や
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
方
な
ど

周
り
の
方
々
に
感
謝
を
忘
れ
ず
に

今
後
も
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
―
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
第
１
部
門
　
ク
ラ
シ
カ
ル
フ
リ

ー
ス
タ
イ
ル
　
（
小
貫
栞
多
選
手
）

ま
ず
全
国
大
会
出
場
す
る
に
当

た

っ
て
ご
指
導
、
サ
ポ
ー
ト
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
―

カ
ツ
ト
、
ブ

ロ
ー
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
デ
ザ
イ
ン
や
衣
装
の
ト
ー

タ
ル
バ
ラ
ン
ス
も
含
め
て
非
常
に

レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
で
た
く
さ
ん

の
学
び
を
頂
け
ま
し
た
。
来
年
も

挑
戦
し
続
け
ま
す
。

・
第
２
部
門
　
レ
デ

ィ
ス

・
ク
リ

エ
イ
テ
イ
ブ

ヘ
ア

（太
田
海
音
選

手
）今
回
大
会
に
出
場
さ
せ
て
い
た

だ

い
た
経
験
を
営
業
で
生
か
し
、

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
技

術
を
よ
り

一
層
磨
け
る
よ
う
に
励

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
日
頃

ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

ま
た
が
ん
ば
り
ま
す
。

■
弟
３
鰍
出
］

工
Ｌ
『
∩
お
盟
δ
５

Ｎ
ｏ
Ｎ
ヽ
ラ

・
ソ
ア
ー

（渡
邊
蒼
生
選

手
）全
国
大
会
に
出
場
し
、
第
三
部

門
メ
ン
ズ
パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル
で
挑

戦
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
作
品
が
審
査
員
の
方
に

評
価
さ
れ
、
ま
た
他
の
県
の
方
の

作
品
な
ど
も
見
て
勉
強
に
な
る
部

分
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
糧
に
、
さ
ら
に
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
第
３
部
門
　
〓
ｏ
一『
Ｑ
８
一一ｏ
コ

Ｎ
ｏ
Ｎ
ヽ
ラ

・
ソ
ア
ー
　
（
長
谷
川
翼

選
手
）

今
回
、
初
め
て
理
容
競
技
大
会

第
３
部
門
に
出
場
し
、
多
く
の
学

び
と
貴
重
な
経
験
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
支
え
て
く
だ
さ

っ

た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
経
験
を
糧
に
、
今
後

も
さ
ら
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
第
４
部
門

坊
ち
ゃ
ん

・
マ
ド

ン
ナ
カ
ッ
ト

（阿
部
太
郎
選
手
）

三
度
目
の
全
国
大
会
で
は
、
入

賞
は
逃
し
ま
し
た
が
と
て
も
い
い

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
４
部
門
の
競
技
を
通
し
て

サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
に
活
か
せ
る
技
術

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
、
全
国
大
会
出
場

に
あ
た
っ
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た

大
石
先
生
を
は
じ
め
皆
さ
ま
へ
の

感
謝
お
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
励
ん

で
い
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
越
ブ
ロ
ッ
ク
見
附
支
部

共
済
部
長
　
小
坂
井
　
光
明

）

第
十
六
回
新
潟
県
理
容
組
合

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

令
和
６
年
８
月
１
９
日

（月
）

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
長
岡
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
よ
り
二
十
四
名
の
参
加
で

台
風
の
影
響
で
天
候
も
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
晴
天
に
恵
ま
れ
行
わ
れ

ま
し
た
。

競
技
終
了
後
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル

長
岡
ゴ
ル
フ
内

コ
ン
ペ
ル
ー
ム
に

て
表
彰
式
が
行
わ
れ
県
常
任
理
事

竹
田
裕
紀
氏
の
挨
拶
に
も
あ
り

ま
し
た
猛
暑
の
中
、
体
調
を
崩
さ

れ
る
方
も
無
く
、
表
彰
式
が
出
来

ま
し
た
こ
と
、
大
変
良
か

っ
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

【成
績
発
表
】

○
優
勝
　
　
新
潟
西
　
上
野
正
道

○
レ
デ
ィ
ー
ス
優
勝

柏
崎
　
山
崎
志
津
子

○
準
優
勝
南
魚
沼
　
佐
藤
知
幸

○
第
三
位

南
魚
沼
　
廣
田
初
男

各
賞
、
ト
ビ
賞
、
ド
ラ

コ
ン
ニ
ア
ピ
ン
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
皆
様
お
め
で

と
う
御
座
い
ま
す
。

惜
し
く
も
賞
に
該
当
さ

れ
な
か

っ
た
方
は
次
会
、

下
越
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
で
開

催
予
定
で
す
の
で
、
非
ま

た
リ
ト
ラ
イ
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

県
内

の

「我

こ
そ
は
」

と
い
う
ゴ
ル
フ
ァ
ー
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

ぉ
り
ま
す
。
　
一・
輻

晰
ギ
齢

晰

…
人宴会場 [白 鳥の間 ]

葬儀支援サービス
憲族のための

生前整理・遺品整理
憲族のための

不動産売却

Ｓ

義全てのサービスの
詳細はこちら

鐵
ホームページ制度運営会社 菫全国儀式サービス

従業員と知つておく、
全理連の「万が一の備え」

新 潟 東 映 ホ テ ル 澪即 %濡酪 臨 鴛評
郡ち TEL 025-244-7101



村
上
支
部
長

｛昌
樫
幸
秀

令
和
六
年
十

一
月
十

一
日

（月
）

新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に
て
第
２７
回
新

潟
県
理
容
組
合
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が

総
勢
６３
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
は
十

一
支
部

よ
り
十
七
組
十
八
名
の
方
が
出
場

さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
は
阿
部
副
理
事
長
、
竹

田
県
共
済
部
長
、
富
樫
下
越
ブ
ロ
ッ

ク
長
の
３
名
で
し
た
が
、
出
場
者

の
歌
唱
、
熱
演
に
圧
倒
さ
れ
甲
乙

つ
け
が
た
く
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

出
場
者
の
方
の
歌
が
終
わ
り
審

査
集
計
を
行

っ
て
い
る
間
に
飛
び

入
り
で
参
加
者
数
名
が
カ
ラ
オ
ケ

を
歌
い
会
場
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

審
査
結
果
は
優
勝

・
村
上
支
部

本
間
利
香
さ
ん
準
優
勝

。
新
津
支

部

浅
井
久
美
さ
ん
、
３
位

。
新
潟

西
支
部

山
口
喜
美
子
さ
ん
、
下
越

地
区
理
容
協
議
会
長
賞

。
三
島
郡

）

支
部

山
田
秀
和
さ
ん
で
し
た
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
下
越
ブ

ロ
ッ
ク
が
担
当

で
し
た
が
、
下
越
９
支
部
で
協
力

し
準
備
、
運
営
を
手
分
け
し
て
の

開
催
で
し
た
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
越
地
区
理
容
協
議
会
長

村
上

［共
済
体
験
記
事
］

全
理
連
共
済
制
度
へ
の
想
い

高
田
支
部
　
上
野
隆
之

昨
年
四
月
に
腸
開
塞
で
入
院
、

大
腸
カ
メ
ラ
で
検
査
。
な
ん
か
怪

し
い
ポ
リ
ー
プ

（な
ん
か
大
き
そ

う

Ｙ
ｉ
。
入
院
、
手
術
に
な
り
ま

し
た
が
、
団
体
生
命
共
済
に
加
入

し
て
い
た
お
か
げ
で
手
厚
い
補
償

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

全
理
連
共
済
に
感
謝
―
皆
様
に

お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
長
男
が

全
理
連
独
自
の
特
別
給
付
金
で
結

婚
祝
金
、
今
年
子
供
が
誕
生
し
て

誕
生
祝
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
来
年
６。
歳
に
な
り
ま
す
が
、

還
暦
祝
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
お

勧
め
し
ま
す
、
全
理
連
共
済
を
―

南
魚
沼
支
部
　
南
雲
　
政
和

昨
年
十
二
月
に
八
日
間
入
院
し

ま
し
た
。
団
体
生
命
に
加
入
し
て

い
た
の
で
お
見
舞
金
を
い
た
だ
き

と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

５
日
以
上
入
院
す
る
と
特
別
給

付
金
の
入
院
見
舞
金
が
で
ま
す
の

で
加
入
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

○
日
時
　
令
和
７
年
４
月
２８
日
（月
）

○
会
場
　
新
潟
県
理
容
美
容
福
祉

会
館
【第
１
部
門
】
ク
ラ
シ
カ
ル
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル

【第
２
部
門
】
レ
デ

ィ
ス

・
ク
リ

エ

イ
テ
ィ
ブ

ヘ
ア

【第
一
３

一部

門
】
〓
餞
『
ｏ
『①
”
一さ
い
一

Ｎ
ｏ
Ｎ
ト
　
ラ

・
ソ
ア
ー

（高
く
舞

い

上
が
る
）

【第
４
部
門
】
坊
ち
ゃ
ん

。
マ
ド
ン

ナ
カ
ッ
ト

×
Ｎ

【第
５
部
門
】
ヘ
ア
ピ
ー
ス

（ア
デ

ラ
ン
ス
カ
ッ
プ
）

【第
６
部
門
】
メ
ン
ズ

フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
　
マ
ネ
キ
ン

【第
７
部
門
】
メ
ン
ズ

フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル

（理
美
容
学
校
生
の
み
）

○
申
込
締

令
和
７
年
１
月

ω
ｏ
日

（月
）
（県
組
合
に
必
着
の
こ
と
）

○
申
込
先
　
新
潟
県
理
容
生
活
衛

生
同
業
組
合
　
最肌
技
大
会
係

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

２

５

‐
２

２

３

‐
０

９

９

２



今和七年 明けましておめでとうございます 新潟県講師会

理
容
新
潟

１
月
号
発
行

に
あ

た

り
、
掲

載

記
事
等

を
多
数

お

送

り

い
た
だ

き
感
謝
申

し
上
げ

ま
す
。
編
集

の
都
合
上
掲
載
が
難

し

い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
・組
〈呈
（

嚇鋤ほれヽっれまで一Ｍ鮮“無協

年
、
ほ
ぼ
大
き
な
病
気
も
せ
ず
、

過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
昨
年

９
月
に
左
わ
き
腹
に
し
こ
り
状
の

脂
肪
が
で
き
、
い
つ
も
お
世
話
に

な

っ
て
お
り
ま
す
皮
膚
科
に
行
き

ま
し
た
と
こ
ろ
、
ヨ
小性
で
は
無
い

と
思
う
が
切
除
し
た
方
が
良

い
の

で
は
？
・」
と
の
医
師

の
診
断

で
新

潟
中
央
病
院

へ
紹
介
状
を
持
ち
、

行
き
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
し
た
ら

手
術
で
５
日
間
の
入
院
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
時
、
そ
う
言
え
ば
、
『組
合

共
済
療
養
補
償

（医
療

コ
ー
ス
コ

に
入

っ
て
い
た
事
を
思

い
出
し
ま

し
た
。
そ
し
て
団
体
生
命
入
院
見

舞
金
も
頂
き
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
、

検
査
結
果
悪
性
の
も
の
で
は
無
く
、

病
院
で
は
個
室
で
ゆ

っ
た
り
と
治

療
に
専
念
出
来
ま
し
た
。
組
合
員

皆
様
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
『
い
つ

何
時
、
病
院

の
お
世
話
に
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
』
是
非
、
お
得
な

組
合
共
済
を
新
年
よ
り
真
剣
に
検

討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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橋
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容
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業
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①打合せ   お電話での簡単なヒアリングを行います
②写真撮影  外観、店内など写真撮影を行いま丸

その後簡単な打合せ

③制作    写真登録、文章作成、メニュー登録、予約
の初期設定を行います

④完成    完成後、メールでご案内、お店のページを
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